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【手続補正書】
【提出日】平成25年6月19日(2013.6.19)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　磁石ハウジングと、
　前記磁石ハウジング内で回転できるように、前記磁石ハウジング内に配置される磁石で
あって、前記磁石と第２磁気接合具装置の第２磁石ハウジング内に配置される第２磁石と
が互いに直接接触することなく、前記第２磁石と磁気的に接続されるように構成される磁
石と、
　前記磁石ハウジングと連結する内部リテーナピースであって、前記磁石ハウジングと係
合するように構成され、前記磁石ハウジングを前記内部リテーナピースに連結する磁石ハ
ウジングレシーバを備え内部リテーナピースと、
　前記内部リテーナピースと連結する第１外部ハウジングピースと、
　前記内部リテーナピースと連結する第２外部ハウジングピースとを備える磁気接合具装
置であって、
　前記第１外部ハウジングピースは、前記内部リテーナピースが前記第１外部ハウジング
ピースと前記第２外部ハウジングピースとの間に配置されるように、前記第２外部ハウジ
ングピースと前記接合具装置の反対側に配置され、
　前記磁石ハウジングは、前記磁石接合具装置が前記第１外部ハウジングピースと前記第
２外部ハウジングピースとによって少なくとも一部規定される前記磁石接合具装置の接合
縁部に沿って、前記第２磁気接合具装置と磁気的に接続されて構成されるように、前記内
部リテーナピースの縁部の少なくとも一部分と、前記第１外部ハウジングピースの前記接
合縁部の少なくとも一部分とに沿って延びるように配置されることを特徴とする磁気接合
具装置。
【請求項２】
　請求項１記載の磁気接合具装置であって、
　前記磁石ハウジングレシーバは、
　第１磁石ハウジング係合部材と、
　第２磁石ハウジング係合部材とを備え、
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　前記第１磁石ハウジング係合部材は前記磁石ハウジングの第１端部と係合するように構
成され、
　前記第２磁石ハウジング係合部材は前記第１端部と反対の前記磁石ハウジングの第２端
部に係合するように構成されることを特徴とする磁気接合具装置。
【請求項３】
　請求項２記載の磁気接合具装置であって、
　前記第１磁石ハウジング係合部材は前記第１端部で前記磁石ハウジングの開口を少なく
ともシールするように構成された第１磁石ハウジングプラグを備え、
　前記第２磁石ハウジング係合部材は前記第２端部で前記磁石ハウジングの開口を少なく
ともシールするように構成された第２磁石ハウジングプラグを備えることを特徴とする磁
気接合具装置。
【請求項４】
　請求項３記載の磁気接合具装置であって、
　前記磁石ハウジングの２つの開口は少なくとも円弧半径で形成され、
　前記第１磁石ハウジングプラグと前記第２磁石ハウジングプラグはともに、前記磁石ハ
ウジングの開口の曲率半径と少なくとも適合する曲率半径を有することを特徴とする磁気
接合具装置。
【請求項５】
　請求項１記載の磁気接合具装置であって、
　前記磁石ハウジングは、
　円筒空洞を有し、前記磁石が前記円筒空洞内に配置される本体部材と、
　前記本体部材から延在し、前記内部リテーナピースの第１の面と連結する第１プレート
部材とを備えることを特徴とする磁気接合具装置。
【請求項６】
　請求項５記載の磁気接合具装置であって、
　前記第１プレート部材を前記内部リテーナピースに連結する固定具をさらに備え、
　前記第１プレート部材は前記固定具を受ける固定具開口を備えることを特徴とする磁気
接合具装置。
【請求項７】
　請求項６記載の磁気接合具装置であって、
　前記固定具はリベットであることを特徴とする磁気接合具装置。
【請求項８】
　請求項５記載の磁気接合具装置であって、
　前記磁石ハウジングは、前記本体部材から延在し、前記第１の面と反対の前記内部リテ
ーナピースの第２の面と連結する第２プレート部材をさらに備えることを特徴とする磁気
接合具装置。
【請求項９】
　請求項８記載の磁気接合具装置であって、
　前記内部リテーナピースは、前記第１プレート部材を受ける前記第１の面上の第１凹部
領域と、前記第２プレート部材を受ける前記第２の面上の第２凹部領域とを備えることを
特徴とする磁気接合具装置。
【請求項１０】
　請求項１記載の磁気接合具装置であって、
　前記磁石を収容する筐体をさらに備え、
　前記筐体は、前記磁石ハウジング内に配置され、前記筐体が前記磁石ハウジングに対し
て回転できるように前記装置が構成されることを特徴とする磁気接合具装置。
【請求項１１】
　請求項１記載の磁気接合具装置であって、
　前記磁石を収容する筐体をさらに備え、
　前記筐体は前記磁石ハウジング内に配置され、
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　前記装置は、前記筐体が前記磁石ハウジングに対して固定され、前記磁石が前記筐体に
対して回転できるように構成されることを特徴とする磁気接合具装置。
【請求項１２】
　請求項１記載の磁気接合具装置であって、
　前記磁石ハウジングは前記磁気接合具装置の接合縁部に沿って配置され、
　前記接合縁部は他の磁気接合具装置の接合縁部と磁気的に接続されるように構成される
ことを特徴とする磁気接合具装置。
【請求項１３】
　請求項１記載の磁気接合具装置であって、
　前記磁石ハウジングは、前記磁石を前記磁石ハウジングから取り除かれるのを防ぐ少な
くとも２つの冗長安全機能を備えることを特徴とする磁気接合具装置。
【請求項１４】
　請求項１３記載の磁気接合具装置であって、
　前記少なくとも２つの冗長安全機能は、ステンレス鋼材料、音波溶接、前記磁石ハウジ
ングの１又は複数の開口を少なくとも埋めるように構成された磁石ハウジング係合部材、
前記磁石ハウジングの材料がより厚みのある強化領域、前記磁石ハウジングを前記内部リ
テーナピースに連結するリベット、及び、前記磁石ハウジングの一部を受ける凹部領域の
うち１又は複数を備えることを特徴とする磁気接合具装置。
【請求項１５】
　磁気接合具装置であって、
　第１磁石ハウジングと、
　前記第１磁石ハウジング内で回転できるように、前記第１磁石ハウジング内に配置され
る第１磁石であって、多磁極性磁気組立体の長手方向軸に沿って延在する第１半体と第２
半体とを備える多磁極性磁気組立体を備え、前記第１半体が交番する磁極の少なくとも２
つの磁気区画を備え、前記第２半体が対応する数の磁気区画を備え、前記第２半体の各磁
気区画が前記第１半体の近接する磁気区画の磁極と反対の磁極を有する第１磁石と、
　前記第１磁石ハウジングが前記磁気接合具装置の第１接合縁部に沿って配置されるよう
に前記第１磁石ハウジングと連結される内部リテーナピースと、
　円筒空洞を備え、磁石が前記円筒空洞内に配置される本体部材と、前記本体部材から延
在し、前記内部リテーナピースの第１の面に連結する第１プレート部材と、前記本体部材
から延在し、前記第１の面と反対の前記内部リテーナピースの第２の面に連結する第２プ
レート部材と、前記第１プレート部材と前記第２プレート部材の少なくとも一方の開口及
び前記内部リテーナピースの開口に延びる固定具とを、前記第１磁石ハウジングとともに
備える第２磁石ハウジングと、
　前記第２磁石ハウジング内で回転できるように、前記第２磁石ハウジング内に配置され
る第２磁石であって、前記第２磁石ハウジングが前記磁気接合具装置の第２接合縁部に沿
って配置されるように、前記前記第２磁石ハウジングが前記内部リテーナピースと連結さ
れ、そして、第２多磁極性磁気組立体の長手方向軸に沿って延在する第１半体と第２半体
とを備える第２多磁極性磁気組立体を備え、前記第１半体が交番する磁極の少なくとも２
つの磁気区画を備え、前記第２半体が対応する数の磁気区画を備え、前記第２半体の各磁
気区画が前記第１半体の近接する磁気区画の磁極と反対の磁極を有する第２磁石と、
　前記内部リテーナピースと連結する第１外部ハウジングピースと、
　前記内部リテーナピースと連結する第２外部ハウジングピースであって、前記内部リテ
ーナピースが前記第１外部ハウジングピースと前記第２外部ハウジングピースとの間に配
置されるように、前記第１外部ハウジングピースが前記第２外部ハウジングピースと反対
側の前記接合具装置に配置される第２外部ハウジングピースとを備える磁気接合具装置。
【請求項１６】
　第１外部ハウジングピースを提供するステップと、
　第２外部ハウジングピースを提供するステップと、
　内部リテーナピースを提供するステップであって、前記第１外部ハウジングピースと前
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記第２外部ハウジングピースの少なくとも一方が少なくとも１つの溶接接合突起を備え、
メルトチャンバが前記少なくとも１つの溶接接合突起に近接して配置されるステップと、
　磁石ハウジングを提供するステップと、
　磁石が前記磁石ハウジング内で回転できるように、前記磁石ハウジング内に前記磁石を
配置するステップと、
　前記磁石ハウジングを、前記第１外部ハウジングピース、前記第２外部ハウジングピー
ス及び前記内部リテーナピースの少なくとも１つに連結するステップと、
　前記第１外部ハウジングピースと前記第２外部ハウジングピースとの間に配置される前
記内部リテーナピースとともに、前記第１外部ハウジングピースを前記第２外部ハウジン
グピースに音波溶接するステップであって、前記溶接接合突起からの材料が音波溶接処理
の間に前記メルトチャンバに溶融して流れるように、前記溶接接合突起が配置されて構成
され、前記メルトチャンバ内の溶融した金属が凝固すると、前記溶融した金属が前記第１
外部ハウジングピースと前記第２外部ハウジングピースを前記内部リテーナピースに接合
するように音波溶接するステップとを備える磁気接合具装置の製造方法。
【請求項１７】
　請求項１６記載の磁気接合具装置の製造方法であって、
　前記第１外部ハウジングピースと前記第２外部ハウジングピースとは溶接接合突起を備
えることを特徴とする方法。
【請求項１８】
　請求項１７記載の磁気接合具装置の製造方法であって、
　前記第１外部ハウジングピースと前記第２外部ハウジングピースとはメルトチャンバを
備えることを特徴とする方法。
【請求項１９】
　請求項１８記載の磁気接合具装置の製造方法であって、
　前記第１外部ハウジングピースは、前記第１外部ハウジングピースのメルトチャンバが
溶接処理の間、前記第２外部ハウジングピースのメルトチャンバと少なくとも整列させら
れるように、前記第２外部ハウジングピースに溶接されることを特徴とする方法。
【請求項２０】
　請求項１６記載の磁気接合具装置の製造方法であって、
　前記溶接接合突起は、前記第１外部ハウジングピースと前記第２外部ハウジングピース
の少なくとも１つの周囲の少なくとも一部に近接して形成されたＶ字形の頂上部を備える
ことを特徴とする方法。
【請求項２１】
　請求項１６記載の磁気接合具装置の製造方法であって、
　前記第１外部ハウジングピースはプラスチック材料からなり、
　前記第２外部ハウジングピースはプラスチック材料からなり、
　前記内部リテーナピースはプラスチック材料からなり、
　前記音波溶接するステップは、前記内部リテーナピースを前記第１外部ハウジングピー
スと前記第２外部ハウジングピースとに音波溶接することからなることを特徴とする方法
。
【請求項２２】
　請求項２１記載の磁気接合具装置の製造方法であって、
　前記音波溶接するステップは、前記第１外部ハウジングピースの溶接接合突起からの材
料と、前記第２外部ハウジングピースの溶接接合突起からの材料とを、前記第１外部ハウ
ジングピースのメルトチャンバと前記第２外部ハウジングピースのメルトチャンバとによ
って少なくとも一部分が形成された接合メルトチャンバに、溶融して流すことを含むこと
を特徴とする方法。
【請求項２３】
　磁石ハウジングと、
　前記磁石ハウジング内で回転できるように、前記磁石ハウジング内に配置される磁石と
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、
　前記磁石ハウジングと連結する内部リテーナピースであって、前記磁石ハウジングと係
合するように構成され、前記磁石ハウジングを前記内部リテーナピースに連結する磁石ハ
ウジングレシーバを備え内部リテーナピースと、
　前記内部リテーナピースと連結する第１外部ハウジングピースと、
　前記内部リテーナピースと連結する第２外部ハウジングピースとを備える磁気接合具装
置であって、
　前記第１外部ハウジンは、前記内部リテーナピースが前記第１外部ハウジングピースと
前記第２外部ハウジングピースとの間に配置されるように、ピースが前記第２外部ハウジ
ングピースと前記接合具装置の反対側に配置され、
　前記磁石ハウジングは、
　円筒空洞を有し、前記磁石が前記円筒空洞内に配置される本体部材と、
　前記本体部材から延在し、前記内部リテーナピースの第１の面と固定して連結する第１
プレート部材とを備えることを特徴とする磁気接合具装置。
【請求項２４】
　請求項２３記載の磁気接合具装置であって、
　第１磁石ハウジング係合部材と、
　第２磁石ハウジング係合部材とを備え、
　前記第１磁石ハウジング係合部材は前記磁石ハウジングの第１端部と係合するように構
成され、
　前記第２磁石ハウジング係合部材は前記第１端部と反対の前記磁石ハウジングの第２端
部に係合するように構成されることを特徴とする磁気接合具装置。
【請求項２５】
　請求項２４記載の磁気接合具装置であって、
　前記第１磁石ハウジング係合部材は前記第１端部で前記磁石ハウジングの開口を少なく
ともシールするように構成された第１磁石ハウジングプラグを備え、
　前記第２磁石ハウジング係合部材は前記第２端部で前記磁石ハウジングの開口を少なく
ともシールするように構成された第２磁石ハウジングプラグを備えることを特徴とする磁
気接合具装置。
【請求項２６】
　請求項２５記載の磁気接合具装置であって、
　前記磁石ハウジングの２つの開口は少なくとも円弧半径で形成され、
　前記第１磁石ハウジングプラグと前記第２磁石ハウジングプラグはともに、前記磁石ハ
ウジングの開口の曲率半径と少なくとも適合する曲率半径を有することを特徴とする磁気
接合具装置。
【請求項２７】
　請求項２３記載の磁気接合具装置であって、
　前記磁石ハウジングは、前記磁石を前記磁石ハウジングから取り除かれるのを防ぐ少な
くとも２つの冗長安全機能を備えることを特徴とする磁気接合具装置。
【請求項２８】
　請求項２７記載の磁気接合具装置であって、
　前記少なくとも２つの冗長安全機能は、ステンレス鋼材料、音波溶接、前記磁石ハウジ
ングの１又は複数の開口を少なくとも埋めるように構成された磁石ハウジング係合部材、
前記磁石ハウジングの材料がより厚みのある強化領域、前記磁石ハウジングを前記内部リ
テーナピースに連結するリベット、及び、前記磁石ハウジングの一部を受ける凹部領域の
うち１又は複数を備えることを特徴とする磁気接合具装置。
【請求項２９】
　請求項２３記載の磁気接合具装置であって、
　前記磁石ハウジングは、前記本体部材から延在し、前記第１の面と反対の前記内部リテ
ーナピースの第２の面と連結する第２プレート部材をさらに備えることを特徴とする磁気
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接合具装置。
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